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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 320 ha

平成 26 年度　～ 平成 30 年度 平成 26 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

1 ％ 平成２５年度 平成３０年度

2 ％ 平成２５年度 平成３０年度

3 人/年 平成２５年度 平成３０年度

・田原市は、平成１５年８月２０日に旧田原町と旧赤羽根町が合併により田原市が誕生し、平成１７年１０月１日には旧渥美町とも合併により渥美半島が一つとなった、人口約６５，５００人、面積１８８．６平方キロの新市であることから、都市づくりの理念を
「街と町をつなぎ豊かさをつむぐ　たはらガーデンシティ」と設定している。
・福江地区は、旧渥美町の中心として、様々な公共施設が集積しているおり、平成19年に策定された第1次田原市総合計画で、福江市街地は田原中心市街地、赤羽根市街地とともに市街地拠点として位置づけられ、「サブ拠点として農業や自然と調和し
た快適な居住環境の形成」を目指しているところである。そのような位置づけのある福江市街地においては、都市機能の集約等を図り、コンパクトでにぎわいのある市街地を形成することを目標としている。
・生命に危険を及ぼす大規模地震の発生の可能性が指摘される中で、住民の防災に対する関心が高まってきている。
・福江地区の現況は、社寺や斜面地などに緑は比較的多くみられるが、都市公園や散策路等がなく住民の憩いの場・交流の場が不足している状況にある。
・物流の玄関口であった福江港も戦前の面影をなくし、モータリゼーションの進展の中で、福江・清田地区からはかつてのにぎわいがなくなってきている。
・そのような背景の中、福江地区の活性化にむけて住民と行政が共有できるまちづくりビジョンの策定を行うため、「福江地区まちづくり会議」が平成19年6 月に発足し、（委員26 名（一般公募、地元推薦の自治会長）と顧問5 名（校区総代、地元在住市議
会議員）及び行政の関係部署）、「福江まちづくりビジョン」をとりまとめ、現在、まちづくりにおける様々な活動を行っている。

地域活動参加者数
福江・清田地区の地域活動の参加延べ人数
（市民参加まちづくり事業、ウォーキングイベント等）

地域活動・イベントなどへの住民意識（参加）が高まることによっ
て、まちの活力となり『にぎわい』が促進する。

45 180

23.6

地区の快適な環境における満足度 地区住民アンケートによる地区の快適満足度

目標値

都道府県名 愛知県 田原市 福江・清田地区

計画期間 交付期間 30

大目標：安全で快適な、にぎわいのあるまちづくり
　　　　目標①：都市基盤を整備し、防災機能を強化したまちづくりを進める。
　　　　目標②：人と人の交流を促進し、快適で健康増進に寄与できる歩行空間の形成を進める。
　　　　目標③：市街地拠点の1つとしてふさわしい、多様なにぎわいのあるまちづくりを進める。

地区の防災体制における満足度 地区住民アンケートによる地区の防災体制満足度
公園の整備や防災備蓄倉庫および避難案内板の設置を行うこと
で地区における防災意識の向上を図る。

14.6

・まちの構造を地震や津波などの災害に強いものとするため、現在の一時避難場所である福江市民館に隣接する公園の整備や防災備蓄倉庫および災害時避難案内板の設置を行うなど、地区の防災機能の強化を図ることが必要となっている。

・人と人のつながりやまちへの愛着が薄れていくことが懸念されるため、日常生活の中で、自然に人と人が交流できる場となる散策路や親水空間の創出が必要となっている。

・多様なにぎわいのあるまちづくりを進めるため、まちの活力を維持・向上させるような地域活動やイベント等の取組が必要となっている。

「福江地区まちづくりビジョン（福江地区まちづくり会議　H21.3策定）」におけるまちづくりの目標より
○安全で快適なまちづくり
　安全で快適に生活でき、いつまでも住みたいと思うまちとする。そのため、安全なまちとするために必要な都市基盤を整備し、防災機能を強化するとともに、まちの特性である自然や歴史を活かした、快適に生活できる住環境を整えていく。
○誰もが健康でいきいきと暮らせるまちづくり
　住みよいまちとしてのよさを活かし、誰もがいきいきと暮らせるまちとする。そのため、このまちに住みたいと思う人が住むための条件を整えるとともに、人とのふれあい、支えあいを大切にし、住民のもつパワーをまちづくりに活かしていく。
○『水辺』を軸にした多様なにぎわいづくり
　おもてなしのできるまちとすることで人を呼び込み、まちのにぎわいを生み出す。そのため、まちの特性である水辺や食を活かし、多くの人にまちを歩き、楽しんでもらえるような多様なにぎわいづくりを行う。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値

5.0 9.1
散策路・親水空間の整備により、住民のゆとりと潤いに満ちた快
適な環境を創出する。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

■住民と行政が共有できるまちづくりビジョンの策定

○まちづくりの展開に向けて（「福江地区まちづくりビジョン」（福江地区まちづくり協議会）より）

地域商業の活性化とにぎわい拠点づくり

住民の交流を深める場づくり

①地域住民のまちに対する愛着を高め、まちづくりに取組むきっかけとなる取り組み

②福江のまちの自慢をアピールし、まちの活性化につなげていく取組み

・地震や火災などの災害に強いまちとするため、現在、一時避難場所となっている福江市民館周辺に道路や公園などの整備を図ることで、防災機能を強
化する。
・もしもの時に住民が安全に移動でき、安心して避難できる機能を確保したまちとする。

・福江地区の活性化に向けて、住民と行政が共有できるまちづくりビジョンの策定を目指す「福江地区まちづくり会議」が平成１９年６月に発足し、まちづくりの目標やまちづくりの取組方針などについて協議が行われ、今後もまちづくりの展
開に向けた具体的な内容が取りまとめられ、まちづくりビジョンが策定されました。

・公園や散策路を整備することにより、地域住民の憩いの場・交流の場を提供する。
・住民主導で連携・協働したまちづくりを進めることによって、次の世代につながるまちづくりを形成する。

・住民の散策や健康づくりに利用できるような、歩きやすい快適な散策路を整備することで、まちの意外な再発見を促し、まちに対する愛着を高め、今後
のまちづくりに取組むきっかけとする。

市街地拠点の1つとしてふさわしい、多様なにぎわいのあるまちづくりを進める。

■基幹事業
・公園：福江公園
・地域生活基盤施設（広場）：ポケットパーク
・地域生活基盤施設（地域防災施設）：防災備蓄倉庫
・地域生活基盤施設（情報板）：津波災害時避難案内板
・地域生活基盤施設（情報板）：散策路コース案内板
・高質空間形成施設（緑化施設等）：散策路・親水空間整備
○関連事業
・散策路・親水空間整備事業

■基幹事業
・公園：福江公園
・地域生活基盤施設（広場）：ポケットパーク
・地域生活基盤施設（情報板）：散策路コース案内板
・高質空間形成施設（緑化施設等）：散策路・親水空間整備
′提案事業
・まちづくり活動推進事業：エリアマネジメント推進事業
○関連事業
・散策路・親水空間整備事業
・福江・清田地区地域整備計画策定

■基幹事業
・地域生活基盤施設（広場）：ポケットパーク
・地域生活基盤施設（情報板）：散策路コース案内板
・高質空間形成施設（緑化施設等）：散策路・親水空間整備
○関連事業
・散策路・親水空間整備事業
・福江・清田地区地域整備計画策定

方針に合致する主要な事業
都市基盤を整備し、防災機能を強化したまちづくりを進める。

人と人の交流を促進し、快適で健康増進に寄与できる歩行空間の形成を進める。

③地域住民の交流・連携を深め、ひとの活性化につなげていく取組み

取り組み方針 重点テーマ

住民の散策や健康づくりに利用できる散策路の整備



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路

公園 田原市 直 4,100㎡ Ｈ26 Ｈ28 Ｈ26 Ｈ28 340.6 340.6 340.6 340.6

河川

下水道

駐車場有効利用システム

広場 田原市 直 ３箇所 Ｈ28 Ｈ28 Ｈ28 Ｈ28 9.0 9.0 9.0 9.0

情報板 田原市 直 １０基 Ｈ29 Ｈ29 Ｈ29 Ｈ29 11.0 11.0 11.0 11.0

情報板 散策路コース案内板 田原市 直 ２３基 Ｈ28 Ｈ30 Ｈ28 Ｈ30 43.5 43.5 43.5 0 43.5

地域防災施設 田原市 直 １棟 Ｈ28 Ｈ28 Ｈ28 Ｈ28 11.0 11.0 11.0 11.0

田原市 直 Ｌ＝9.25ｋｍ Ｈ26 Ｈ30 Ｈ26 Ｈ30 288.9 288.9 288.9 288.9

高次都市施設

既存建造物活用事業

都市再生交通拠点整備事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

人にやさしいまちづくり事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 704.0 704.0 704.0 704.0 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
0

0

0

0

田原市 直 133ha Ｈ26 Ｈ30 Ｈ26 Ｈ30 2.5 2.5 2.5 2.5

0

0

合計 2.5 2.5 2.5 2.5 …B
合計(A+B) 706.5

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
田原市 Ｌ＝13.9ｋｍ ○ H27 H35 239.0

田原市 国土交通省 ○ H30 H30 3.0

合計 242.0

福江・清田地区

事業箇所名 全体事業費
事業期間（いずれかに○）

福江・清田地区

規模事業主体 直／間事業箇所名事業
（参考）事業期間

所管省庁名

地域創造
支援事業

交付期間内事業期間
細項目

津波災害時避難案内板

高質空間形成施設（緑化施設等）

住宅市街地
総合整備
事業

事業主体

エリアマネジメント推進事業

規模

事業活用調
査

まちづくり
活動推進事
業

事業

0.0

0.0

うち民負担分

0

0.0

0

0

0

交付期間内事業期間（参考）事業期間

0

事業主体

国費率 0.40282.6

うち民負担分

ポケットパーク

規模直／間事業箇所名

福江公園

交付対象事業費 706.5 交付限度額

事業
細項目

防災備蓄倉庫

散策路・親水空間整備

地域生活
基盤施設

散策路・親水空間整備事業

福江・清田地区地域整備計画策定



都市再生整備計画の区域

福江・清田地区（愛知県田原市） 面積 320 ha 区域
福江町、吉田町、折立町、古田町、山田
町、保美町の各一部

田原市役所

渥美支所

福江小学校

福江港

福江・清田地区

Ｎ

1：25,000



地区の防災体制における満足度 （％） 14.6 （Ｈ25年度） → 23.6 （Ｈ30年度）
地区の快適な環境における満足度 （％） 5.0 （Ｈ25年度） → 9.1 （Ｈ30年度）
地域活動参加者数 （人/年） 45 （Ｈ25年度） → 180 （Ｈ30年度）

　福江・清田地区（愛知県田原市）　整備方針概要図

目標 安全で快適な、にぎわいのあるまちづくり
代表的
な指標

■基幹事業

′提案事業

○関連事業

凡 例

□提案事業
まちづくり活動推進事業：
エリアマネジメント推進

■基幹事業
地域生活基盤施設（地域防災施設）：
防災備蓄倉庫

■基幹事業
公園：福江公園

■基幹事業
地域生活基盤施設（情報板）：
散策路コース案内板

■基幹事業
高質空間形成施設（緑化施設等）：
散策路・親水空間整備

Ｎ

1：20,000

田原市役所
渥美支所

福江小学校

福江港

○関連事業
散策路・親水空間整備事業

○関連事業
福江・清田地区地域整備計画策定

■基幹事業
地域生活基盤施設（情報板）：
津波被害時避難案内板

■基幹事業
地域生活基盤施設（広場）：
ポケットパーク


